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種 々のア ミンがバ クテ リアの生長 に伴つて形成 さ

れ る こ と よ り,近 年 ω位 に 遊 離 の極性基を有 す

る α-ア ミノ酸に対 して特 異 的 に働 く脱 炭酸酵素 の

存在す ることが次 々と発 見せ られて きた1)-8).

ヒス チヂ ン,シ ステイン酸,シ ステ インスルフイ

ン酸, 3, 4-ヂ ヒ ドロオキ シフェニール アラニ ン,グ

ルタ ミン酸及び5-ヒ ドロオ キ シ トリプ トファンな

どが哺乳類組織 中にあ る脱炭酸酵素に よつて脱炭酸

され ることがわかつて くるにつれ,こ れ らの酵素が

哺乳動物におけるア ミノ酸代謝 において量的には大

なる意義を有 していない とはいえ.多 くの脱炭酸反

応は,セ ロ トニ ン9),ヒ ス タミン10)11)形成 の解明を

したごと く,ア ミノ酸中間代謝機構のなかにあつて

重要なる意義をもつてい る.な かで もグル タミン酸

脱炭酸酵素はその脱炭酸生成物 と しての γア ミノ酪

酸が脳内に多量 存 在 す る こ とよ り,脳 におけるグ

ル タミン酸 代 講 機 構 の 解 明 に 重 要 な意義 を劃 し

た12) 13) 14) 15).

われ われはさきに奥村 ら16)が 行 つた 各 種動物の

脳におけるグル タミン酸脱炭酸酵素についての報 告

の うち,魚 類脳 の脱炭酸酵素の検索 を更 に拡大 し,

ナ マズ脳 におけ る各種 ア ミノ酸 につ いての脱 炭酸を

しらべその結果をここに報告す る.

実 験 方 法

1) 被 検 材料 の調製

日本産 ナマズ(Parailurus asotus)を 断頭 直後す

り潰 し氷冷せ る蒸 溜水 にて20%の 組 織粥を作製 した.

この標本は反応開 始まで(死 後2～3時 間) 0℃

に保存 した.

2) 実 験 方法

すべての実験は発生す る炭酸 ガス量を ワール ブル

グ検圧計により測定 した,即 わち2側 管円錐器を用

い,主 室には1.0㏄ の組織粥 と さ ら に同量の0.25

Mリ ン酸緩衝液pH 6.7を入れ,第1側 室 には0.2

Mア ミノ酸溶液PH 7.0,第2側 室には2規 定硫酸

を夫々0.4ccず つ入れた.

グルタミン酸脱炭 酸酵素の至適pHは6,818)ま

たは6.419)と確定されている.わ れわれもこれに準

じて以後の実験をpH 6.7で もつてすすめた.

ガス相としては予め加熱焼 灼し純粋としたN2ガ

スをさらにピロガロールを水溶液として含む蓄気瓶

にたくわえ完全に酸素を除去したものを満し,恒 温

槽温度は37.5℃ とした.

平衡状態に達 した後,第1側 管のアミノ酸を主室

に傾注 し90分間振盪 しつつ読みをとり,そ の後第2

側管より硫酸を注加 して反応を停止せしめると共に

溶液中の炭酸ガスを遊離せしあて全反応中に発生 し

た炭酸ガス量を測定 した.

なお本実験に用いたア ミノ酸試薬は国産及び輸入

品を問わず可及的一流メーカー品を使用 し,β オキ

シーγアミノ酪酸は神戸薬大富田教授の御好意によ

るものである.

またすべての 実験方法は奥村16)の 方法を参照 し

た.

実 験 成 績

1) ナマズ脳における α-アミノ酸の脱炭酸につ

いて

第1表 はナマズ脳におけ る α ア ミノ酸の脱炭酸

酵素活性度をしめす.

グルタミン酸にわずかの値があらわれているがこ

の値は第3表 にしめす本実験と同一条件をもつて実

施 したダイコクネズミ脳のグルタミン酸脱炭酸酵素

活性度と比較対照すると,有 意の差とは認め難い.

その他のアミノ酸についても0か あるいは0に 近い.

2) ω-アミノ酸,ヂ アミノ酸及びシステイン酸の

脱炭酸

第2表 は3種 のωア ミノ酸, 4種 の ジア ミノ酸及

びシステイン酸の脱炭酸酵素活性度をしめす もので
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あるが,シ ステイン酸にわずかの活性をみとめるが

これも有意の値とはいい難い.す なわちこの群のア

ミノ酸にも脱炭酸酵素活性度はみとめられない.

第1表　 α-ア ミノ酸 の脱炭 酸

第2表　 ω ア ミノ酸 ヂア ミノ酸及 びシス

テイン酸の脱炭酸

3) 第3表 は,ダ イ コクネズ ミ全脳 につ いて本 実

験 と同一条件で行つたグルタミン酸脱炭酸酵素活性

度を しめす.

第3表　 ダイ コタネズ ミ脳に於けるグルタ

ミン酸の脱炭酸

考 察

教室の青山17)が行つたナマズ脳 の遊離アミノ酸

についての報告中,γ ア ミノ酪酸の値はダイコクネ

ズ ミに近似 しているという事実,及 びナマズ脳では

γア ミノ酪酸-グ ルタミン酸 トランスア ミナーゼ活

性がマウス脳と殆 ん ど変 らないという知見20) 21)は

ナマズ脳におけるγアミノ酪酸は主として トランス

アミネーションによるものではないかという推測が

示唆されるものではなかろうか.ま た更にすすんで

ナマズ脳における各種ア ミノ酸の脱炭酸酵素活性度

が殆んどみられないということは,ナ マズ脳にアム

モニアが少い22)こ と.あ るい はナマズ脳に比較的

高い トランスアミナーゼ活性 をみとめ鋤 これはア

ムモニアにより トランスアミネーションが容易に抑

制され るという見解23)を 裏 付 けるものであるとす

る今井20)の 報 告 とあわせ考えると甚だ興味深いこ

とである.

結 論

ナマズ脳につき各種ア ミノ酸脱炭酸酵素を調べた

ところ,そ の脱炭酸能はほとんどみとめられなかつ

た.
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With the purpose to elucidate the mechanism of amino acids in the brain of fish, we 

have studied the glutamic decarboxylase in the fish brains following the techniques devise 

by Okumura et all, and examined the functions of various amino acid decarboxylase in the 

catfish brain.

However, we did not find any dccarboxylase activity in the catfish brain.


